
舎

昭
和
四
十
六
年
四
月
招
集

昭
和
四
十
六
年
五
月
招
集

昭
和
四
十
六
年
六
月
招
集

，. 

千
葉
県
館
山
市
議
会
会
議
録

館

市

E義

山

ム一
A
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第
二
回
館
山
市
議
会
臨
時
会
会
議
録
目
次

出場

席

議

欠

席

議

出

席

説

明

員

出
席
事
務
局
職
員

議

事

日

程

開

会
出
席
、
説
明
員
の
報
告

議

案

の

配

付

会
一語
録
署
名
議
員
の
指
名

会

期

の

決

定

提
案
理
由
の
説
明

議

案

の

上

程

(

報

告

第

一

号

)

議
案
の
内
容
説
明

採

決

;

議

案

の

上

程

(
議
案
第
五
+
一
号
)

員員

一一一一一一

日

所時
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議
案
の
内
容
説
明

採

決
議
案
の
上
程
(
議
案
第
五
十
二
号
)

議
案
の
内
容
説
明

採

決

議
案
の
上
程
(
議
案
第
五
十
三
号
)

議
案
の
内
容
説
明

採

決

会

民司本
臼
の
会
議
に
付
し
た
事
件

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 
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第

二

回

館

山

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

一
、
欠
席
議
員 。℃四九五三

番番

安

番

鈴六
名

九七

回

ヤ身

回山村田

ヨ

回飯

徳

太

野

茂

樹

出

義

村

源

治

沢

徳

田
木

昭

和

四

+

六

年

四

月

招

集

f台

蔵 郎

出銭 昭
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議市 四
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世
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ハ
一
ニ
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喬

一
、
議
事
日
程

昭
和
四
十
六
年
四
月
七
日
午
前
十
時
開
議

日

程

第

一

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

目

程

第

二

会

期

の

決

定

八六--'-
F¥ 

一
、
出
席
説
明
員

市収

入

役

庶

務

課

長

企

画

談

長

教

育

長

教
育
委
、
一
員
会

学

校

教

育

課

長

一
、
出
席
事
務
局
職
員

事

務

局

寄書

番番番長記長記記

五 黒磯

十
川辺

嵐

高 本

間木

哲

倉

澄

藤

幸
木

伊小高"r 
t:l 

国

高

梨

兵

E事

福渡

辺回

正博

二七

昇

。

三譲

助

男

政書

課

太

正 郎

M
U
 

4
草川，財

課

税

務

課

長

鞍

育

委

員

会

庶

務

課

長

縫

夫

清

事

務

局

長

補

佐

世

官

記

恭

弘

書

英

雄

番番番長長役コU
ヨ=匂

自

村柴熊

盛

中太畠

山

汐越長

田

博

谷

川

広

路

良
崎

政

川錦高

上 織 尾
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E
-
T
R
U
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内

l

て
太
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(
四
)
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日

程

第

三

日

程

第

四

報

告

第

号

議
案
第
五
十

一
号

議
案
第
五
十
二

号

議
案
第
五
十
三
号

館
山
市
市
税
条
例
の

一
認
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
報
告
に
つ
い

て

館
山
市
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

昭
和
田
十
六
年
度
館
山
市

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
第

一
号
)

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
花
つ
い
て

日

程

第

五

日

程

第

六
開

A 
:D; 

午
前
十
時
四
十
八
分

開

議

。
議
長

〈
西
村
真
次
君
)

本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
二
名
、

と
れ
よ
り
第
二
田
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
え
し
ま
す
。

出

席

説

明

員

の

報

告

O

謹
長

(
西
村
真
次
君
)

本
臨
時
会
の
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十

一
条
の
出
席
喪
-求
に
対
し
、
本
間
市
長
、
畠
山

助
役
、
高
木
収
入
役
、
太
田
課
長
、
長
谷
川
課
長
、
小
倉
課
長
、
越
路
課
長
、
高
木
教
育
長
、
汐
崎
課
長
、
吉
田
課
長
、
伊
藤
謀
長
以
上

の
者
が
出
席
す
る
旨
の
報
告
が
あ

b
ま
し
た
。

議

案

記

イサ

の

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

議
案
を
配
付
い
た
し
ま
す
。

一部
案
の
配
付
漏
れ
は
あ
り
ま
ぜ
ん
か
の

-
1

1
配
付
漏
れ
を
し
と
認
め
ま
す
。

会

議

録

署

名

議

員

の

指

名

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第

一、

会
議
録
署
名
議
員
の
猪
名
を
行
を
い
ま
す
の

本
臨
時
会
の
会
議
録
署
名
議
員
K
五
番
議
員
藤
田
益
治
君
、
二
六
番
議
員
秋
山
六
三
郎
君
以
上
両
名
を
指
名
い
た
し
ま
す
の

(
五
)



会

決;

〈六
)

期

の

定

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
を
い
ま
す
の

本
臨
時
会
の
会
期
に
つ
き
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
本
臼
一
日
と
い
う
と
と
で
あ
り

4

ま
ず
の

な
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
会
期
を
本
日
一
日
と
定
め
交
す
ζ

と
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
議
を

し」

と
呼
ぶ
者
あ

b
)

議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
売
n

本
日
の
誇
事
は
な
手
も
と
K
配
付
の
日
程
表
陀
よ

b
行
な
い
受
す
。

。

提

案

理

由

の

説

明

。

〈
西
村
真
次
君
)

本
臨
時
会
招
集
に
あ
た
h
J
市
長
の
あ
い
さ
つ
を
求
め
ま
す
。

〈市
長
本
間
譲
君
登
壇
)
(
拍
手
)

市
長

(本

間

譲

君

)

た
だ
い
ま
か
ら
提
案
理
由
に
つ
き
・
を
し
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
の

本
目
、
ζ

ζ

に
第
二
回
臨
時
市
議
会
を
招
集
し
、
急
拠
但
審
議
わ
ず
ら
わ
し
を
す
案
件
は
、
第
一
六
十
五
国
会
k
h
u
き
ま
し
て
制
定
公
布
さ

れ
ま
し
た
地
方
税
法
の
一
部
改
正

κ伴
う
市
税
条
例
の
一
部
改
正
及
び
同
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
報
告
の
ほ
か
、

一
役
会
計
補
正
予

算
及
び
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
が
必
も
を
案
件
で
あ
-P
ま
す
。

主
ず
、
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
専
決
処
分
で
あ
・
り
ま
す
が
、
努
六
十
五
国
会
伊
凡
な
き
ま
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
地
方
税
法
の

一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
三
月
三
十
B
K
公
布
さ
れ
、
入
湯
税
の
税
率
の
改
正
規
定
が
四
月

一
臼
か
ら
適
用
さ
れ
る
の
に
伴
い
ま
し
て
、
急
拠
三

月
三
十
一

日
に
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
し
、
四
月

一
日
か
ら
沼
周
す
る
と
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
議
会
に
報

告
し
、

そ
の
承
認
を

h

祈
願
い
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

議
長

。



。
そ
の
ほ
か
、
今
回
の
法
律
改
正
に
伴
い
障
害
者
、
未
成
年
者
等
に
対
す
る
非
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
間
関
係
を
ど
、
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
る

b
ま
す
n

次

κ
一
般
会
計
補
正
予
算
で
あ
タ
ま
す
が
、
か
ね
て
御
案
内
の
一
中
の
移
転
に
つ
き
ま
し
で
は
、
そ
の
土
地
問
題
に
つ
い
て
地
主
と
交
渉

を
重
ね
ま
し
た
結
果
、
市
立
純
真
保
育
園
の
裏
の
土
地
三
八
、
八
七
九
平
・
方
メ
ー
ト
ル
の
農
地
を
買
収
で
き
る
見
、
通
し
が
立
ち
ま
し
た
の
で

と
れ
が
買
収
費
及
び
土
地
造
成
費
一
億
九
千
百
五
十
八
万
八
千
円
の
う
ち
、
本
年
度
予
算
と
し
て
一

億
三
百
二
十
八
万
円
を
計
上
し
、
と
の

財
源
は
市
債
を
充
当
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
、
残
h
y
八
平
八
百
三
十
万
八
千
円
及
び
ζ

れ
K
要
す
る
関
連
経
費
を
昭
和
四
十
七
年
度
か

ら
四
十
九
年
度
の
三
カ
年
で
支
払
う
債
務
負
担
行
為
の
い
併
正
を
訟
原
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

D
ま
す
。

次

κ、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
で
あ
夕
、
ま
す
が
、
問
委
員
陀
つ
き
を
し
て
は
、
市
町
村
長
が
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
推
薦
し
た
者

の
う
ち
か
ら
法
務
大
臣
が
委
鳴
す
る
ζ

と
K
を
つ
て
な

b
、
去
る
三
月
十
六
日
一
名
の
者
が
死
亡
退
職
し
た
の

κ伴
い
ま
し
て
、
後
任
の
委

員
の
侯
論
者
を
推
薦
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
を
も
ち
を
し
て
簡
単
を
説
明
を
終

b
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
き
合
し
て
は
、
関

係
課
長
を
し
て
説
明
い
た
さ
ぜ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
審
議
を
た
ま
わ
h
J
Jま
す
よ
う
必
願
い
申
し
上
げ
て
私
自
の
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
〈
拍
手
〉

議
長

(
西
村
真
次
君
)

市
長
の
説
明
を
終

b
ま
す
。

議

上

程

案

の

。
議
長

h

(

西
村
真
次
君
)

と
い
売
し
ま
す
。

日
程
第
三
、
報
告
第
一
号
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
ナ
る
条
例
の
専
決
処
分
川

(
書
記
朗
読
)

報
告
第
一
号
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
報
告

κ
つ
い
、
て

〆向、

七
、-'



(八
〉

議

案

の

内

容

説

明

。
税
務
課
長

(
越
路
良
夫
君
)
報
告
向
性

一
号
K
つ
き
ま
し
て
都
説
明
申
し
上
げ
ま
す
n

と
の
専
決
処
分
は
、
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
す
る
売
め
に
行
を
っ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
条
例
の
改
正
内

容
と
い
売
し
ま
し
て
は
、
入
湯
税
陀
つ
き
を
し
て
そ
の
税
率
を
入
湯
客
一

人

一
日

K
つ
い

て
二
十
円
を
今
回
四
十
円
に
改
め
る
と
い
う
こ
と

で
ど
ざ
い
ま
す
の

ζ

れ
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
市
長
の
ほ
う
か
ら
説
明
が
ど
ざ
い
ま
し
・た
よ
う
陀
、
今
国
会
に
な
き
ま
し
て
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、

去
る
三
月
三
十
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
入
湯
税
に
関
し
を
し
て
は
、
消
防
施
設
の
整
備
資
金
と
す
る
た
め
陀
入
紡
税
の
使
い

道
の
範
囲
を
従
前
の
使
い
道
に
加
え
て
改
正
さ
れ
脅
し
た
の
な
-P
ま
た
、
そ
れ
に
伴

w
ま
し
て
税
率
の
引
き
上
げ
が
行
を
わ
れ
、
そ
の
適
用

に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

一
日
以
後
に
な
け
る
入
湯
陀
対
し
て
課
す
べ
き
入
湯
税
に
つ
い

て
適
用
す
る
と
さ
れ
た
も
の
で
ど
ざ

い
ま
す
。
し
た
が
い
・
ま
し
て
、
と
の
よ
う
を
法
律
の
改
正
K
伴
い
ま
し
て
、
市
税
条
例
中

入
湯
税
の
税
率
を
改
正
す
る
必
妥
が
生
じ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
月
三
十

E
K
公
布
と
い
う
よ
う
を
関
係
、
会
党
四
月
一
日
か
ら
遼
用
と
い
う
よ
う
を
ζ

と
で
ど
ざ
い
委
し
た
の
で
、

や
む
を
得
ず
と
の
改
正
条
例
を
三
月
三
斗
一
日
K
専
決
処
分
K
よ
り
ま
し
て
制
定
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
、
御
了
承
い
た
だ
き
ま

し
て
、
御
承
認
え
ま
わ
h
y
ま
す
よ
う
な
願
い
い
売
し
ま
す
。

(
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
願
い
を
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ヲ
ぜ
ん
か
の

。
議
長

御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
n

採

決

。
議
長

(
西
村
英
次
君
)

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
の
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
併
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
議
な

し」

と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
を
し
と
認
め
ま
す
n

。
議
長

p
h
h

p

降
、

E 

Z
E
E
-
F
E
L
E毘

E
r
pbp量
』営
υ
P
4
4
F



o 

訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
の
本
案
を
原
案
の
遺
h
y
可
決
す
る

K
御
異
議
あ
句
'
ま
せ
ん
か
n

(
「
異
議
を
し
」

と
呼
ぶ
者
あ
り
'
)

(
西
村
一
兵
次
君
)

御
異
議
4
1

し
と
認
め
安
す
の
よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
通
タ
可
決
さ
れ
ま
し
崎。

議
長

議

案

上

程

の

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

た
し
ま
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
五
十

一
号

日
程
第
四
、
議
案
第
五
十
一
号
館
山
市
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い

館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
税
務
課
長

〈
越
路
良
夫
君
)

第
五
十

一
号
議
案
K
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の

本
案
は
、
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
法
律
第
十

一
号
と
し
ま
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
日
に
公
布
さ
れ
を
し
た
の
で
、

ζ

の
法
律
の
裁
定
陀
し
た
が
い
ま
し
て
市
税

条
例
中
そ
れ
ぞ
れ
所
要
の
整
備
を
行
な
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

今
回
改
正
さ
れ
ま
し
た
地
方
税
法
K
っ
き
安
じ
で
は
、
税
負
担
の
軽
波
、
合
理
化
令
は
か
る
n

を
訟
を
た
、
課
税
の
適
正
を
期
す
る
と
い

う
と
と
の
所
要
の
措
置
を
講
じ

て
な
P
ま
す
が
、
本
市
に
直
接
関
連
し
ま
す
事
項
の
う
ち
な
も
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
第

一
点
と
し

、ま
し
て
は
、
個
人
の
市
民
税
k

b
き
ま
し
て
基
礎
控
除
と
か
配
偶
者
控
除
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
控
除
の
額
の
引
き
上
げ
、
そ
れ
か
ら
障
害

者
、
未
成
年
者
等
に
対
す
る
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
が
あ
り
註
し
て
、
と
れ
ら
の
改
正
結
果
K
よ
b
-ま
し
て
課
税
の
最
低
限
は
様
準
家

庭
、
標
準
家
庭
と
申
し
ま
す
の
は
、
夫
婦
と
子
供
三
名
計
五
人
、
と
の
標
準
家
庭
で
見
交
す
と
、
十
一
万
九
平
円
余
の
引
常
上
げ
と
を
b
J
ま

(
九
)



(

一

O
)

し
て
、
昭
和
四
十
六
年
度
の
免
税
点
は
、
非
課
税
限
度
額
で
す
が
、
八
十
六
万
四
百
七
十
一
円
と
い
う
よ
う
を
結
果
陀
佼

D
ま
す
。

を
hu
、
個
人
の
市
民
税
中
、
従
前
の
特
別
徴
収

k
mえ
を
し
て
今
回
改
正
さ
れ
昔
し
売
の
は
、
住
度
の
中
途
で
退
職
し
た
場
合
に
一
括
徴
収

の
方
法
を
取
れ
る
と
い
う
扱
い
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
ロ

そ
れ
か
ら
、
伊
二
点
と
い
た
し
を
し
て
は
、
電
気
ガ
ス
税
k

b
き
空
し
て
免
税
点
、
の
引
き
上
げ
が
あ
り
苦
し
た
さ
れ
が
卦
も
な
改
正
内
容

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
陀
つ
き
ま
し
て
各
条
文
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
の

ま
ず
、
第
二
十
四
条
の
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
ば
個
人
の
市
民
税
の
非
課
税
規
定
の
う
ち
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
叉
は
寡

婦
で
前
年
中

κ
三
十
二
万
円
以
下
の
所
得
の
場
合
は
従
前
非
課
税
で
あ
h
y
を
し
た
が
、
と
れ
を
今
回
の
法
改
正
陀
よ
h
y
-
ま
し
て
年
の
所
得
が
三

十
五
万
円
以
下
は
ζ

引
を
非
課
税
と
す
る
と
改
め
ら
れ
ま
し
売
の
で
、
市
税
条
例
k

b
き
交
し
て
も
同
様
に
非
詐
税
の
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
次
の
第
四
十
四
条
の
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
第
四
十
四
条
は
個
人
の
市
民
説
の
特
別
徴
収
陀
つ
い
て
想
定
し
て
ど
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
法
改
正
K
よ
b
ま
し
て
給
与
所
得
者
が
年
度
の
途
中
で
退
職
し
た
場
合
に
そ
れ
以
後
の
月
割
り
税
額
を
特
別
徴
収
義
務
者
が

一

括
徴
収
す
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
陀
改
め
ら
れ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
し
か
し
、
そ
の
場
合
陀
い
つ
で
も
そ
の
残
っ
た
月
割
り
a

復
を
一
括

徴
収
す
る
と
い
う
と
と
は
、
一
時
に
納
め
る
税
金
が
多
く
、
負
担
が
過
重
陀
な
る
と
い
う
と
と
等
の
理
由
に
よ
り
ま
し
て
、
当
該
年
度
の
翌

年
の
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
退
職
し
た
場
合
で
納
税
義
務
者
本
人
か
ら
の
出
し
出
が
あ

b
、
を
な
か
っ
、
残
っ
た
税
金
の

額
の
金
額
を
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
払
わ
れ
る
退
職
手
当
等
か
ら
徴
収
す
る
と
と
の
で
き
る
見
込
み
の
と
き
に
限

b
?
し
て
、
一
括
徴
収

の
方
法
が
適
用
さ
れ
る
と
と
に
を
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
場
合
に
予
白
止
し
て
い
た
退
職
手
当
等
が
全
部
ま
た
は
一
部
支
払

わ
れ
な
い
と
と
比
を
つ
食
場
合
は
退
職
手
当
等
の
支
給
さ
れ
る
額
の
範
囲
内
で
特
別
徴
収
す
る
と
い
う
と
と
に
を
っ
た
わ
け
で
る
タ
ま
す
の

そ
れ
か
ら
、
次
に
九
十
八
条
、
第
一
日
三
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
百
十
条
の
こ
の
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
の
内
容
と
し

ま
し
て
は
、
電
気
ガ
ス
税
K
つ
い
て
規
定
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
ら
の
規
定
中
、
今
回
改
正
し
よ
う
と
し
ま
す
第
三
十
一
条
の
規
定
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
地
方
税
法
附
則
的
F

三
十
一
条
を
さ
し
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
n

J
」
の
三
十
一
条
と
申
し
ま
す
の
は
、
産
業
用

-
t

、
t
i
}
ミ
【
:
:
・1
・



。
の
電
気
K
関
す
る
電
気
ガ
ス
税
の
特
例
を
従
前
一
項
か
ら
三
項
す
で
で
規
定
し
て
い
た
わ
け
で
ど
ざ
い
宮
す
が
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
h
y
ま

し
て
と
れ
陀
第
四
演
を
加
え
ま
し
て
、
無
水
ア
タ
ル
酸
の
関
係
K
つ
い
て
の
特
例
措
置
を
一
年
間
延
長
す
る
と
い
う
と
と
で
、
そ
の
規
定
を

う
た
い
込
ん
だ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
に
対
応
し
ま
じ
て
第
九
十
八
条
あ
る
い
は
百
三
条
、
主
党
は
百
十
条

C
こ
の
関
係
を
、
と
の

財
保
四
項
を
除
く
た
め
に
ζ

の
よ
う
に
改
め
ま
し
て
、
関
連
す
る
規
定
の
整
備
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の

そ
れ
か
ら
、
次
の
附
則
第
二
十
三
項
か
ら
最
後
の
第
三
十
七
項
ま
で
の
改
正
陀
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
の
市
民
税
K
闘
す
る
特
例
規
定
を

設
け
ま
し
て
、
前
年
度
の
所
得
税
の
改
正
陀
伴
う
と
と
ろ
の
関
連
規
定
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
立
す
の

ζ

の
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
条
例
は
昭
和

E
+六
缶
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
ま
し
て
、
市

民
税
に
闘
す
る
規
定
K
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
条
例
中
必
要
を
経
過
措
置
を
附
則
第
二
条

κ
か
い
て
規
定
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上

で
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
説
明
を
終
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
地
方
税
詮
の
一
部
改
正
に
伴
う
と
と
ろ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
整
理
で
ど
ざ
い

ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
を
な
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
(
西
村
真
次
君
)
御
質
疑
原
い
ま
す
。
街
質
疑
と
ざ
い
チ
ぜ
ん
か
o
l
-
-
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
の

採

決:

。

な
ば
か
り
い
た
し
立
す
n

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る

K
倒
異
議
ら
り
ま
せ
ん
か
の

。

(
西
村
英
次
君
)

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

議
長
(
西
村
真
次
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
の

も
が
は
か

b
い
た
し
ま
す
。

+
A

案
を
原
案
の
通
h
J
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

(
西
村
英
次
君
)
御
異
議
を

L
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
窓
案
は
原
案
の
退
h
y
可
決
さ
れ
を
し
売
。

議
長

。
‘議
工史

r、
一
一、J



(
一
一
一
)

議

上

程

案

の

。
議
長

す
n

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第
五
、
議
案
第
五
十
二
号
昭
和
四
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
被
正
予
算
第
一
号
を
話
題
と
い
た
し
ま

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
五
十
二
号
昭
和
四
十
六
年
度
抽
出
山
市
一
般
会
計
裕
正
予
算
(
第
一
身
)

議

案

の

内

容

説

明

。
財
政
課
長
(
長
谷
川
広
治
君
)
詮
案
第
五
十
二
号
K
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
の

昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
第
一
号
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
の
補
正
は
一
中
の
校
地
買
収
に
伴
い
ま
し
て
の
関
係
で
ど
ざ

い
を
し
て
、
が
一
条
k

b
一
ホ
し
を
い
売
し
ま
し
た
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
一
億
三
百
二
十
八
万
円
を
追
加
い
た
し
交
し
て
、
歳

入
歳
出
の
合
計
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
億
八
十
六
万
七
千
円
と
い
た
し
た
い
予
定
の
も
の
で
ご
ざ
い
す
す
n

歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
追
加
額
は
二
ペ
ー
ジ
の
第
一
表
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
慣
例
K
よ
り
を
し
て
歳
出
の
事
項
別
明
細
書
か
ら
漸
次
御

説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
条
と
し
て
債
務
負
担
行
為
の
追
加
を
台
願
い
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
債
務
負
担
行
為
は
の
ち
ほ
ど
細
か
く
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
が

第
二
次
第
一
中
学
校
用
土
地
購
入
費
四
+
七
、
四
+
八
、
九
の
三
カ
年
間
に
な
い
て
支
払
う
予
定
の
も
の
で
購
入
費
八
千
八
百
三
十
万
八
千

円
及
び
ζ

の
取
得
に
要
す
る
関
連
経
費
で
ど
ざ
い
を
す
n

崎
県
三
条
に
地
万
債
の
補
正
を
訟
原
い
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、
地
方
債
の
補
正
も
一
中
の
用
地
取
得
に
伴
う
も
の
で
ど
ざ
加
を
す
c

起
債
の

基
準
額
と
甲
し
ま
ナ
か
、
一
応
の
基
準
が
ど
ざ
い
ま
す
。
坪
数
で
申
し
ま
す
と
、
六
千
八
百
坪
ば
か
h
y
が
起
債
の
対
象
用
地
と
い
う
と
と

κ

相
を

b
ま
す
の
で
、
そ
の
造
成
費
、
土
地
買
収
費
合
わ
せ
を
し
て
一
億
三
百
二
十
八
万
円
を
起
債
対
象
と
し
、
起
債
を
い
た
だ
き
」
ま
し
て
そ
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。
れ
ぞ
れ
設
記
。
一一
気
行
を
円
え
し
》
て
い
と
い
う
と
ζ

で
片
三
を
れ
そ
し
て
ど
ざ
い
ま
す

F

以
上
で
総
括
的
を
説
明
を
終
り
ま
す
の
で
、
の
ち
ほ
ど
事
項
別
明
細
に
よ
h
J
そ
れ
ぞ
れ
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
の

教
育
委
員
会
庶
務
課
長
(
汐
崎
政
光
君
)
六
ペ
ー
ジ
か
ら
七
ペ
ー
ジ
に
か
け
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
一
中
用
地
と
し
て
買
収
を
予
定
い
・
た
し
て
な

b
ま
す
面
積
は
三
八
、
八
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル
一
万
平
七
百
六
十
一
野
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
地
主
の
意
向
を
ど
う
し
て
も
確
か
め
る
と
と
が
で
き
全
せ
ん
状
態
に
あ

b
ま
す
土
地
が
二
、
八
二

0
平
方
メ
ー
ト
ル
八
百

五
十
三
坪
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
に
つ
き
さ
し
て
は
、
親
成
の
同
意
を
待
費
し
て
借

b
受
け
を
一
応
予
定
し
て

b
bま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地

κ

つ
き
ま
し
て
買
収
い
た
し
ま
す
額
は
、
協
力
費
、
離
作
補
償
資
ζ

う
し
売
も
の
を
含
め
ま
し
て
、
一
応
坪
当
た

D
一
万
二
千
円
を
予
定
し
、

造
成
の
た
め
の
費
用
と
し
て
坪
当
た

b
四
千
円
を
予
定
し
て
な
り
ま
す
の

総
体
の
そ
れ
ら
の
坪
数
の
う
ち
、
米
作
の
生
産
調
整
の
一
日
壊
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
を
し
た
水
田
僚
の
対
象
と
を
る
も
の
に
つ
き
を
し
て
、

一
応
六
ペ
ー
ジ
の
歳
出
予
算
の
中
で
取

b
上
げ
さ
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
対
象
外
の
も
の
を
債
務
負
担
行
為
の
ほ
う
で
取
り
上
げ
ざ
し
て

い
売
だ
き
ま
し
た
。

十
款
教
育
費
の
中
の
中
学
校
受
ζ

の
中
で
取

b
上
げ
ま
し
た
工
事
詩
負
授
、
と
れ
は
水
田
債
の
対
象
と
を
る
と
予
定
さ
れ
ま
ナ
六
千
八
百

十
二
坪

κ
つ
き
ま
し
て
そ
の
造
成
費
を
計
上
し
よ
凡
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
坪
当
た

b
四
千
円
を
予
定
し
て
h
g
h
y
ま
す
。

そ
の
次
の
十
七
節
の
公
有
財
産
熊
入
費
と
れ
は
坪
当
之
宮
一
万
二
干
円
を
予
定
い
た
し
を
し
て
借

b
受
け
土
地
四
百
七
十
六
坪
を
取

b
除

き
・
ま
し
て
、
六
千
三
百
三
十
六
坪
を
対
象
と
し
て
こ
と

K
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
七
ペ
ー
ジ
の
債
務
負
担
行
為
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
買
収
予
定
の
五
千
四
百
二
+
五
坪
を
予
定
し
ま
し
売
の
で
、
買
収

費
六
千
五
百
十
万
円
と
、
そ
の
造
成
費
、
借
-D
受
け
予
定
地
三
百
七
十
七
坪
を
含
め
ま
し
て
五
千
八
百
二
坪
を
考
え
守
し
て
二
千
三
百
二
十

万
八
千
円
、
計
八
千
八
百
三
十
万
八
千
円
を
と
こ
で
取
り
上
げ
さ
・
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
し
売
の
と
の
ほ
か
、
買
収
、
取
得
に
要
し
言
す
関
連
経

質
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
と
ろ
大
体
五
百
五
十
万
程
度
を
予
定
し
て
な
h
y
ま
す
が
、
と
れ
を
含
め
ま
す
と
、
大
体
九
千
三
百
八
十
万
円

見
当

κを
h
J
ま
す
が
、
と
れ
を
今
後
四
十
七
年
度
か
ら
四
十
九
年
度
K
至
h
y
主
す
三
カ
年
間
で
返
済
し
党
い
。
と
う
思
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま

(

一

一
ニ

)



(
一
回
)

す
。
以
上
で
す
の

財
政
課
長
(
長
谷
川
広
治
君
)
以
上
で
歳
出
を
、
簡
単
で
す
が
、
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

引
き
続
き
歳
入

K
入
h
J
ま
す
が
、
市
僚
と
し
て
一
億
三
百
二
十
八
万
円
を
計
上
し
て
ど
ざ
い
ま
す
の
先
ほ
ど
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た

と

h
v
b、
起
債
対
象
の
坪
数
と
い
う
も
の
が
定
め
ら
れ
て
-P
り
ま
す
の
で
、
そ
の
も
の
陀
対
し
て
は
工
事
請
負
費
あ
る
い
は
財
産
購
入
費
と

も
全
額
同
様
額
の
水
田
僚
が
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
歳
出
向
額
を
歳
入
街
で
起
債
と
し
て
な
借

b
を
し
、
歳
出
の
執
行
を

は
か

D
た
い
と
い
う
ζ

と
で
一
億
三
百
二
十
八
万
円
を
市
僚
と
し
て
計
上
加
え
し
て
ど
ざ
い
ま
ナ
。

市
債
の
内
容
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
借
り
入
れ
の
時
期
か
ら
据
え
置
き
期
間
を
含
め
ま
し
て
二
十
五
年
以
内
と
い
う
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
が

大
体
十
八
年

K
を
る
予
定
で
ど
ざ
い
を
す
。
利
率
K
つ
き
ま
し
て
は
八
係
以
内
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
予
定
で
は
五
・
五

%
か
、
五
・
六
%
に
を
る
と
い
う
地
方
債
の
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
歳
入
歳
出
追
加
額
が
一
億
三
百
二
十
八
万
円
で
ど
ざ
い
ま
す
の
簡
単
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
予
算
の
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
議
長

(
西
村
真
次
君
)
訟
は
か
り
い
た
し
ま
す
の
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
議
、
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

議
長
(
西
村
真
次
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

訟
は
か

D
加
え
し
ま
す
。
本
案
を
原
案
mu
通

b
可
決
す
る
に
御
聞
一
主
語
あ
り
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

(
西
村
真
次
君
)
御
異
一
識
を
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
速

D
可
決
さ
れ
ま
し
た
の

。。。
議
長

。。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
煩
い
を
ナ
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
の

1
1
1
1
伺
質
疑
を
し
と
認
め
ま
す
。

採

i夫



(
西
村
真
次
君
)

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
五
十
三
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

。
議
長

-1fi
l
l守

1
T1
-

，、il
l
-
-J
4
酎

IJ
3
2三
日

1
I
l
l
i
-
-
lt
5
5
1
、61
」白

て
，

2

5ノ

t
E勾

J

フロ、
1
f
J
一
口
相
U

J

C

オ
寸
d
l

L
4
H

議

程

案

の

よ日
程
第
六
、
議
案
第
五
十
三
号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
同

て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議

案

の

内

容

説

明

(市
長
本
間
譲
君
登
壇
)

市
長

(本

間

譲

君

)

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し

て
い
ろ
い
ろ
検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
欠
員
と
を
ら
れ
た
万
は
館
山
地
区
で

ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
近
山
引
所
と
考
え
を
し
て
館
山
市
館
山
千
百
六
十
番
地
の
谷
野
律
子
君
を
最
も
混
任
者
と
考
え
ま
し
て
御
推
薦
申
し
上
げ
a
た

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
満
場
で
御
了
承
た
ま
わ
り
た
凶
と
存
じ
ま
す
。

議
長

(西
村
真
次
君
)

御
質
疑
問
拙
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
の

1
1
1
1
御
質
疑
を
し
と
認
め
ま
す
の

(
西
村
真
次
君
)

公
は
か
h
y

い
た
し
ま
す
。
本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

(
‘「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

議
長

(
西
村
真
次
君
)
御
異
議
を

L
と
認
め
主
ナ
。

な
は
か

b
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
原
案
の
通
h
yd
可
決
す
る

K
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
を
し
と
認
め
を
す
の
よ
っ
て
志
案
は
原
案
の
逸
h
J
可
決
さ
れ
ま
し
た
の

。。。
議
長

。。
議
長

採

実

r、、

五



閉

会

午
前
十
一
時
二
十
五
分

会

閉

(
一
六
)

以
上
に
よ
り
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
交
し
売
案
件
全
部
を
議
了
山
引
先
し
宮
し
売
れ
よ
っ
て
第
二
回
市
議
会
臨

。
議
長
〈
西
村
真
次
君
)

時
会
を
閉
会
的
売
し
ま
す
。

O

太
白
の
会
議
K
付
し
た
事
件

一
、
報
告
第
一
号

一
、
議
案
第
五
十
一
号
乃
至
議
案
第
五
十
三
号

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
h
J
署
名
す
る
。

「

1
J
J
J
J
L

シ
j
F
ル
ヮ
バ

;
ψ教
訓

ゑ

/Mm

館
山
市
議
会
議
員

以

内

y
o
z

Mm川
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